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研究成果の概要（和文）：本研究では近世日本科学史・自然災害史の史料に関する総合的研究を進め、以下の項
目について成果を公開した。
(１)和算家・石塚六郎兵衛と横川玄悦の事績を明らかにした。(２)近世日本の測量術におけるオランダ由来の技
術の実態を解明した。(３)博物学者・田中芳男の史料群の構成を明らかにした。(４)仙台藩の和算の通史を刊行
した。(５)宮城県の自治体史における災害記事の一覧を分析し、その歴史的背景を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：(1)We surveyed bibliography of two traditional Japanese mathematicians, 
Ishizuka Rokurobe and Yokokawa Genetsu. (2)We investigated the origin of Japanese traditional 
land-survey instruments in the 17th century, brought from Dutch. (3)We surveyed natural historian, 
Yoshio Tanaka's manuscripts and made new catalogue of his materials. (4)We published the general 
history of traditional Japanese mathematics in Sendai Clan. (5)We researched and analyzed the 
historical articles of natural disasters in Miyagi prefecture.

研究分野： 日本科学史

キーワード： 科学史
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
研究代表者はこれまで、近世日本科

学史の中でも数学史(和算史)の領域
をフィールドとして取り扱ってきた。
過去に採択された科学研究費におい
ても、この研究領域を対象とした。そ
こでは、例えば関孝和の著作に関する
史料の総合調査などを実践したが、こ
れまで見落とされることの多かった
和算家本人による雑記録や日記の発 
掘、あるいは和算資料を総体的に把握
する作業が取り組むべき課題である
ことを痛感した。同様の事情は和算史
のみに限らず、全般的な近世日本の科
学史研究(医学史・建築史・暦学史・
他)にも該当している。科学史研究の
基盤となるべき、史料自体の情報を整
理することが緊急に求められている。
しかしながら、数万点にも上る史料群
を対象とする科学史研究において、こ
れらの課題を実践するには研究者数
が絶対的に足りない。これら日本科学
史に関する知識は、社会的需要として
も理科教育や博物館教育の方面にお
いて著しく高まっており、若手研究者
の育成は急務となっている。継続課題
の着想に至った背景は以上である。 

ところが、突如として近世日本科学
史の研究環境を根本から揺るがす事
態が生じた。平成２３年３月１１日に
発生した東日本大震災である。この地
震により東北地方の内陸部は建築物
に多数の倒壊被害を生じ、引き続く津
波によって太平洋沿岸部は甚大な物
的・人的被害を受けた。これによって
、東北地方太平洋沿岸部の近世日本科
学史史料も相当の被害を受けた。千年
に１度とも言われたこの自然災害を
目の当たりにして、これまでの継続課
題に大きく３つの点で、変更並びに研
究上の展開をしなければならない必
要性が生じた。 

第１は、近世日本科学史の一分野と
して「自然災害史」や「災害記録」の
項目を付加しなければならないこと
を認識した点である。古地震学は言う
までもなく、暦学・医学・地図学の各
分野の史料には少なからず、天変地異
や自然災害の記録や口承が集録され
ているので、これらを系統的に整理す
ることは防災史や今後の防災対策へ
の情報提供として有意義であろうと
判断する。第２は、東日本大震 
災でどの程度近世日本科学史の一次
史料が損壊を被ったのかを早急に調
査しなければならないことである。こ
れについては、これまで蓄積されてき
た史料情報の刷新という側面がある。
第３は、東日本大震災以後進めてきた
史料調査の過程で、田中芳男関係史料

群(東京大学総合図書館所蔵、後述)の
存在を知ったことである。近世末から
明治初期の自然環境、第一次産業の実
態をこの史料群によって明らかにす
ることができ、日本の近代化の過程を
鳥瞰し、あるいは東日本大震災によっ
て破壊された自然環境の一端をこの
史料群の情報によって復元類推する
ことも期待される。 
 
２．研究の目的 

本研究が研究期間内に目指す成果
の第１は、『国書総目録』科学技術史
版の編集ということになる。『国書総
目録』全８巻(岩波書店)は、近代 
以前に刊行・編集された著述を全分野
に渡って網羅した総合目録であるが、
編者の一人である故・市古貞次氏に研
究代表者・佐藤が直接伺ったところで
は、次のような不備があることを指摘
された。第１に、『国書総目録』はそ
の編集の際に実物史料と照合をして
いないがために、不正確な情報が混入
していたこと。第２に、科学技術史関
係史料の情報が手薄であったこと、で
ある。本研究では、このような問題点
の克服を視野に入れて、近代以前の伝
統科学の有力な分野である、数学(和
算)・暦学・測量術・医学(本草学)に
関する史料の総合目録を『国書総目録
』にならって編集することを目標とす
る。第２は、自然災害史、災害記録の
項目を上記分野に付加して情報を網
羅することである。天文暦学史料には
しばしば天変地異や実際に起きた自
然災害の記載が含まれている。地図史
料には過去の洪水や山崩れなどの痕
跡が記録として残ることも多い。医療
記録には災害時における対処法や治
療法なども残されている。このような
視点を加味した上で、従来の科学史関
係史料を再評価する。第３は、田中芳
男関係史料群(後述)の解題を編纂し、
影印を作成の上、学会・一般にむけて
公開することである。 
 本研究の成果により対社会的には、
(1)既存の目録情報の更新、(2)国内外 
により正確な科学史の情報の提供、が
実現し、同時に史学界に対しても、(3)
日本科学史研究の人材確保、(4)多分
野連携研究の機会、(5)大学研究者と
博物館研究者の学術交流の成果を提
供することになる。 (6)文化財レスキ
ュー団体との連携活動により、科学史
史料の保全法を確立し、(7)田中芳男
関係史料を総合的に初公開すること
が実現される。以下、各項目に説明を
与える。 
(1)日本科学史においてこれほどの多
分野にわたる総合化を目指した史料



研究は初の試みである。それに伴い、
例えば『国書総目録』のような既存の
目録に収載されている科学史関連情
報を大幅に刷新することが期待され
る。(2)本研究では初学者・一般利用
者に対しては二次資料の情報を、史学
研究者にはより専門的に一次史料の
情報をも提供することを目指す。また
海外においては必ずしも日本科学史
の研究成果は広く知られていない。史
料の所在情報すら曖昧な場合もある。
英文の解説を付した情報発信が必要
であり、この研究はその需要に応える
ものである。(3)本研究では、上記の
作業を単なる情報整理ではなく、研究
成果生産の場としてとらえる。所在調
査から電子媒体による成果の公開ま
でを一貫して研究者が関与すること
で、若手研究者にも参加の機会が広が
る。(4)多分野の研究者が共同で研究
作業をすることにより、各自が専門分
野の知識を提供して収録情報の遺漏
を最小限とする。また、分野に依存し
ない基本的作業[書誌採集・写真撮影
・等々]を分担することで、専門史料
の分析により多くの研究資源を割く
ことができる。上記の作業を総合化す
ることにより、境界領域的・学際領域
的な史料情報をも収集することが期
待できる。(5)従来、科学史研究の現
場では、大学所属研究者が地域の博物
館研究者・学芸員と連携をして研究を
進めることは稀であった。しかし、近
世日本科学史の史料の所在を調べれ
ば明らかな通り、各地の地域博物館・
文書館・図書館に多数の史料が収蔵さ
れている。これら機関の協力無くして
本研究の実現は難しい。両者の連携は
本研究においては不可欠であり、新た
な研究者ネットワークを形成するこ
とが期待される。 (６)本研究では、
震災で損壊した史料を保全・修復する
業務を実践しているNPO 法人宮城歴
史資料保全ネットワークと連携する
ことで、日本科学史に関する史料の保
全・修復を実践する。(７)田中芳男
(1838-1916)関係史料としては、彼の
スクラップブック『捃拾帖』約１００
冊が著名であるが、他にも幕末か 
ら明治初期の全国の農漁産品情報を
網羅した『諸国産物誌』他、約70 冊
が存在する。(東京大学総合図書館所
蔵)本研究ではこれらをデジタル撮影
し、解題を施して影印を公開する。こ
れにより幕末から近代初頭の農林水
産業の実態並びに当時の自然環境を
知ることができる。近世日本科学史の
集大成とも言うべき田中芳男旧蔵史
料群の公開により科学史的知見の進
展が期待できる。 

 
３．研究の方法 
(１)二次資料の収集と分析(既存の目録情報
の収集／自治体史・地域雑誌の関連情報のリ
ストアップ／自然災害史関連情報の収集) 
 
(２)一次史料の現地調査(東京大学総合図書
館・東北大学図書館、他) 
 
(３)震災被災史料の現地調査(宮城県内) 
 
４．研究成果 
(１)和算家・石塚六郎兵衛と横川玄悦の事績
を明らかにしたこと。 
 
(２)近世日本の測量術におけるオランダ由
来の技術の実態を解明したこと。 
 
(３)博物学者・田中芳男の史料群の構成を明
らかにしたこと。 
 
(４)仙台藩の和算の通史を刊行したこと 
 
(５)宮城県の自治体史における災害記事の
一覧を分析し、その歴史的背景を明らかにし
たこと。 
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